
今年で 44 回目を迎えるこの「つどい」は、その時々で焦点を絞るテー

マを変えつつも、現代日本にとって歴史と現在とのつながりや、戦争・

国家・軍国主義・新自由主義などの問題を取り上げ続けてきました。

今回の「つどい」の準備をするにあたって関心を集めた問題は、現在

の日本は戦争とどのようなつながりの中にあるのかということでした。

そして、近年、現在の日本における戦争の仕組みと、そこに連なる/連な

らざるを得ない人たちの姿を追いかけているジャーナリスト、島本慈子

さんの著作に出会いました。

いま、私たちの住むこの社会は、どのように戦争とつながっているの

か、そのとき、過去の戦争の経験は私たちに何をもたらすのか、あらた

めてそのことをテーマに取り上げることにしました。

ぜひ、ごいっしょに考えましょう。多数のご参加おまちしています。

講演をもとに、実行委員会から問題提起、意見交換など予定しています。

どなたでも参加できます。 参加費 500円（会場代など）

主催：第 44 回「建国記念の日」不承認 2.11 京都府民のつどい実行委員会

連絡先：京都教職員組合 ☎075-752-1100 日本史研究会 ☎075-256-9211
JR 京都駅ビル駐車場西側

■プロフィール：1951 年、大阪生まれ。1974 年京都府立大学文学部卒業。「月間

奈良」「読売ライフ」編集部を経て､2001 年フリーに。現在、ジャーナリスト。

■著書：『労働と戦争』『戦争で死ぬ、ということ』『ルポ解雇』（岩波新書）「この

時代に生きること､働くこと」（岩波ブックレット）など多数。
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